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地域の会�地域の会�
第25号�【臨時号】�
平成19年9月5日発行�

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。�

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者

や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況を

確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。�

①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
推薦を受けた24名の委員で構成。任期は2年。�

②会の任務：（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視�
　　　　　（2）事業者等への提言�
　　　　　（3）会での議論、活動等の住民への情報提供�
　　　　　（4）委員の研修�
　　　　　（5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項�

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席�

④会議の種類：定例会（毎月1回）�
　　　　　　臨時会（必要に応じ開催）�
　　　　　　※会は、原則すべて公開。�

地域の会 概要�

1

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」）�
�

中越沖地震により、亡くなられた方のご冥福をお祈りするとともに、
被災された多くの皆様に心よりお見舞いを申し上げます。�

第４９回定例会の概要�
平成19年7月4日（水）�
議題：５号機再循環系配管のひびの健全性評価他�
　　　その他（基礎講座及び発電所６号機視察／県外視察等）�

※中越沖地震に係る誌面構成としたため、第49回定例会及び講座・6、7号機�
　の視察の内容は、ホームページに掲載させていただきます。ご了承願います。�

出席委員　１7名�

基礎講座および発電所６、７号機視察実施の概要�
平成19年7月7日（土）・10日（火）�

講座：原子力関連基礎講座（講師：北原義久氏）�
視察：原子炉建屋、タービン建屋、中央制御室、プロパンボンベ室、再循環系配管�
　　　のひびの確認等�
�

参加委員　7日：講座　7名　視察 6名�
　　　　　10日：講座12名　視察12名�

　8月1日(水)・5日（日）の両日、発電所の現場視察を実施しました。�
　発電所敷地内の被害、重要な施設の状況を確認した上で、第50回定例会にて�
質疑することとなりました。�

3号機所内変圧器火災現場号機所内変圧器火災現場�3号機所内変圧器火災現場�

1号機軽油号機軽油タンク周辺地盤沈下現場周辺地盤沈下現場�1号機軽油タンク周辺地盤沈下現場�

３号機原子炉建屋号機原子炉建屋�
ブローアウトパネル開放現場開放現場�
３号機原子炉建屋�
ブローアウトパネル開放現場�3号機原子炉格納容器内号機原子炉格納容器内（再循環（再循環ポンプ）プ）�3号機原子炉格納容器内（再循環ポンプ）�3号機原子炉建屋号機原子炉建屋オペレーティングフロア�3号機原子炉建屋オペレーティングフロア�

地震後、発電所状況視察を実施�

１日参加：委員１３名　オブザーバー１名　事務局１名�
５日参加：委員　４名　事務局１名�



状
況
報
告
�

【
東
京
電
力
】
�

発
電
所
、
全
６３
件
の
事
象
の
う
ち

主
な
も
の
　
　
　
　
（
８
月
１
日
現
在
）�

・
３
号
機
所
内
変
圧
器
の
火
災
�

・
６
号
機
水
漏
れ
（
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
の

水
の
海
へ
の
放
出
）
�

・
７
号
機
主
排
気
筒
で
の
ヨ
ウ
素
検
出
�

・
６
号
機
原
子
炉
建
屋
の
天
井
ク
レ
ー
ン
を

駆
動
さ
せ
る
軸
の
継
手
損
傷
�

・
全
号
機
原
子
炉
建
屋
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

フ
ロ
ア
溢
水
（
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
等
か
ら
）
�

・
１
号
機
消
火
系
配
管
の
損
傷
（
地
下
５
階

へ
の
水
の
流
入
、
約
２
千
ト
ン
）
�

・
１
〜
５
号
機
排
気
筒
ダ
ク
ト
の
ズ
レ
�

・
軽
油
タ
ン
ク
周
辺
地
盤
沈
下
�

・
３
号
機
原
子
炉
建
屋
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ

ル
の
開
放
�

・
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
内
の
ド
ラ
ム
缶
の

転
倒
（
41
本
の
蓋
が
開
く
）
�

�　
耐
震
安
全
性
の
評
価
検
討
を
進
め
、
発

電
所
の
基
本
で
あ
る
地
域
の
信
頼
の
た
め
に
、

的
確
で
迅
速
な
情
報
提
供
に
努
め
る
。
�

【
原
子
力
安
全
・
保
安
院
】
�

・
国
際
対
応
と
し
て
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
）の
発
電
所
調
査
の
申
し
入
れ
を
受

け
、
具
体
的
に
調
整
中
。
�

・
原
子
力
施
設
に
関
す
る
調
査
・
対
策
委
員

会
を
設
置
。

保
安
院
の
認
識
�

・
運
転
、
起
動
中
の
４
基
が
自
動
停
止
し
、
止

め
る
・
冷
や
す
・
閉
じ
込
め
る
と
い
う
３
点
の

安
全
機
能
が
働
き
、
原
子
炉
は
安
全
な
状
態
。
�

・
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
は
微
量
で
あ
り
、

健
康
及
び
環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
影
響
の

心
配
は
な
い
。
�

・
初
期
対
応
に
お
い
て
、
国
・
事
業
者
に
反
省

す
べ
き
点
が
あ
っ
た
。
�

【
新
潟
県
・
柏
崎
市
・
刈
羽
村
】
�

・
県
知
事
、
市
長
、
村
長
連
名
に
て
、
東
電

に
対
し
、
発
電
所
の
安
全
性
確
保
に
つ
い

て
の
措
置
要
求
を
実
施
。
�

・
県
知
事
が
国
に
対
し
、
国
際
原
子
力
機

関
の
調
査
受
け
入
れ
を
国
に
要
請
。
�

・
県
知
事
が
国
に
対
し
、
中
越
沖
地
震
に
関

し
て
緊
急
要
望
。
�

・
市
長
が
発
電
所
長
に
対
し
、
消
防
法
に
基

づ
く
危
険
物
施
設
の
使
用
停
止
命
令
。
�

・
市
長
、
商
工
会
議
所
会
頭
連
名
に
て
、
県

知
事
に
対
し
、
緊
急
要
望
書
を
提
出
。
�

・
県
危
機
管
理
監
、
柏
崎
市
副
市
長
、
刈

羽
村
長
が
調
査
・
対
策
委
員
会
に
出
席
。
�

【
技
術
委
員
会
】
�

座
長
　
原
子
炉
建
屋
内
等
の
損
害
は
思
っ

た
よ
り
少
な
い
と
感
じ
た
。
原
子
力
安
全

は
担
保
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
む
し

ろ
情
報
伝
達
や
消
防
体
制
な
ど
、ソ
フ
ト

面
で
の
検
討
が
必
要
。
�

副
座
長
　
周
辺
部
と
建
屋
内
の
様
相
が
随

分
違
っ
て
い
る
。
住
民
の
安
全
を
優
先
し
、

万
全
の
体
制
を
確
認
し
て
い
く
。
地
質
調

査
、
活
断
層
に
近
い
施
設
の
あ
り
方
等
、

国
の
政
策
を
時
間
を
か
け
て
検
討
す
べ
き
。
�

�【
設
置
許
可
・
耐
震
基
準
】
�

Q
　
東
電
は
、
基
準
地
震
動
Ｓ１
を
3
0
0

ガ
ル
で
申
請
し
許
可
さ
れ
た
。
今
回
の
観

測
値
は
6
8
0
ガ
ル
。
国
は
設
置
許
可

の
間
違
い
を
謝
罪
し
、
撤
回
す
る
の
か
。
�

保
安
院
﹇
審
議
官
﹈
　
安
全
審
査
は
、
当
時

得
ら
れ
る
最
新
の
知
見
に
基
づ
き
評
価
。

許
可
は
適
切
で
あ
っ
た
。
今
後
、
設
計

時
の
地
震
動
を
想
定
し
、
適
切
な
耐
震

安
全
性
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
く
。
�

Q
　
設
計
値
の
２
〜
2.5
倍
の
加
速
度
が

加
わ
っ
た
と
い
う
今
回
の
実
績
が
基
準

と
な
っ
た
場
合
、
東
電
は
対
応
可
能
か
。
�

東
京
電
力
　
現
時
点
で
は
、
重
要
な
設
備

に
外
観
上
、
問
題
は
な
い
。
地
震
観
測
記

録
の
分
析
、
地
質
調
査
等
の
結
果
を
踏

ま
え
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
。
�

Q
　
今
回
の
地
震
で
国
の
耐
震
基
準
が

上
が
る
と
思
う
が
、
全
国
の
発
電
所
に

ど
う
い
う
対
応
を
指
示
す
る
の
か
。
�

保
安
院
﹇
審
議
官
﹈
　
新
た
な
耐
震
指
針
に

基
づ
く
、
評
価
の
仕
直
し
を
指
示
し

て
い
た
が
、
今
回
の
地
震
に
よ
る
最
新

の
知
見
を
基
準
地
震
動
の
策
定
に
反

映
し
、
厳
格
に
管
理
し
て
い
く
。
�

【
情
報
管
理
】
�

Q
　
国
や
県
は
、
東
電
か
ら
の
情
報
が
な

け
れ
ば
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
が
で
き
な

い
の
か
。
国
は
今
後
の
情
報
管
理
の
あ
り

方
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
�

保
安
院
﹇
審
議
官
﹈
　
放
射
性
物
質
の
放
出
等
、

情
報
を
持
っ
て
い
た
が
、
地
域
へ
の
す
み
や

か
な
発
信
が
で
き
な
か
っ
た
。
反
省
す
べ

き
点
と
認
識
し
て
い
る
。
�

【
消
火
設
備
】
�

Q
　
国
際
原
子
力
機
関
か
ら
化
学
消
防

車
配
備
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
た
の
に
、
配

備
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
�

東
京
電
力
　
防
火
管
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
は

あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
消
防
車
配
備
の
指

摘
は
な
か
っ
た
。
�

【
そ
の
他
】
�

Q
　
原
子
炉
の
安
全
は
担
保
さ
れ
て
い
る

と
、
今
の
時
点
で
何
故
言
え
る
の
か
。
�

技
術
委
員
会
﹇
座
長
﹈
　
地
震
発
生
後
の
新

聞
の
社
説
に
も
あ
っ
た
が
、「
止
め
る
・
冷

や
す
・
閉
じ
こ
め
る
」
と
い
う
設
計
上
の

機
能
が
守
ら
れ
た
為
。
�

Q
　
活
断
層
の
調
査
の
予
定
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
�

東
京
電
力
　
８
月
下
旬
か
ら
、
海
底
音
波

探
査
を
実
施
。
期
間
は
２
ヶ
月
程
度
で
、

年
内
に
ま
と
め
る
予
定
。
�

Q
　
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
の
ド
ラ
ム
缶
の

中
身
は
汚
染
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と

い
う
が
、
蓋
の
開
放
に
よ
る
外
部
へ
の
漏

れ
は
な
い
の
か
。
�

東
京
電
力
　
低
レ
ベ
ル
固
体
廃
棄
物
貯

蔵
庫
の
床
面
に
汚
染
は
あ
っ
た
が
、
外
に

は
全
く
漏
れ
て
い
な
い
。
�

Q
　
ヨ
ウ
素
１３１
は
コ
バ
ル
ト
６０
と
違
い
、
燃

料
か
ら
出
て
く
る
も
の
。
燃
料
に
破
損
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
�

東
京
電
力
　
破
損
が
あ
れ
ば
原
子
炉
水

中
の
放
射
性
物
質
濃
度
に
変
化
が
あ
る
。

今
回
は
変
化
が
無
く
、
破
損
は
な
い
と
考

え
る
。
燃
料
棒
の
周
り
に
つ
い
て
い
た
微

量
の
ウ
ラ
ン
か
ら
ヨ
ウ
素
１３１
が
で
き
た
と

考
え
る
。
�

���・
造
っ
て
は
い
け
な
い
場
所
に
、
原
発
を
造
っ

た
責
任
が
、
ど
こ
に
あ
る
か
が
問
題
。
�

・
活
断
層
の
存
在
を
提
起
し
て
き
た
一
部
の
住

民
に
対
し
て
、
訴
え
を
拾
い
上
げ
な
か
っ
た
理

由
等
、
今
後
の
国
の
説
明
の
あ
り
方
が
大
切
。
�

・
被
災
し
大
変
な
中
、
委
員
が
言
い
合
う
状

況
で
は
な
い
は
ず
。
設
置
許
可
し
た
国
に

責
任
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
ほ
し
い
。
�

・
断
層
の
過
小
評
価
に
係
わ
っ
て
き
た
学
者

を
排
除
す
べ
き
。
�

・
発
電
所
内
道
路
等
の
被
害
は
甚
大
で
あ
っ

た
が
、
建
屋
内
の
被
害
は
少
な
く
、
原
子

炉
の
安
全
な
停
止
と
い
う
約
束
を
守
っ
て

く
れ
た
。
技
術
者
に
感
謝
し
た
い
。
�

・
海
外
で
の
過
大
報
道
に
は
、そ
れ
な
り
の
要

因
が
あ
る
は
ず
。
的
確
な
対
応
を
求
め
る
。
�

・
海
の
家
を
経
営
し
て
い
る
が
、
原
発
の
風

評
被
害
が
原
因
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
多
い
。

情
報
の
垂
れ
流
し
で
な
く
、
発
信
の
仕
方

を
考
え
る
べ
き
。
�

・
放
射
性
物
質
の
漏
れ
は
微
量
だ
か
ら
問

題
な
い
と
言
う
が
、
漏
れ
な
い
構
造
を
考

え
る
べ
き
。
�

・
地
震
の
影
響
等
、
正
確
な
状
況
把
握
と
い

う
も
の
が
、
地
域
共
通
の
認
識
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
�

中
越
沖
地
震
関
連
の
状
況
報
告
と
質
疑
�

質
疑
応
答
�

委
員
意
見
�

50冒
頭
会
長
挨
拶
�

　
地
震
発
生
直
後
か
ら
数
日
、
満
足
に

情
報
が
得
ら
れ
な
い
中
、
一
部
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
多
少
勇
み
足
と
も
取
れ
る
報

道
が
さ
れ
た
。
風
評
被
害
に
繋
が
ら
な

い
よ
う
な
報
道
を
心
が
け
て
い
た
だ
き

た
い
。
�

　
私
た
ち
も
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
情
報
発

信
を
心
が
け
て
お
り
、
報
道
各
社
に
も

配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。
�
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発行�

平成19年8月1日（水）開催�

柏崎原子力広報センター　研修室�

出席委員　17名（欠席7名）�

新潟県、柏崎市、刈羽村、�

新潟県技術委員会�

原子力安全・保安院　保安検査官事務所�

地域担当官事務所�

東京電力（株）�

　7月25日に臨時運営委員会を開催し、

第50回定例会は当初の議題を変更、予

定通りの日程で開催することを決定。�

　通常のオブザーバーに加え、原子力安

全･保安院 加藤審議官、新潟県技術委

員会の委員も出席した。�

会
長
・
副
会
長
が
、
事
業
者
・
自

治
体
に
対
し
、
事
象
の
迅
速
な
説

明
と
分
か
り
易
い
広
報
を
要
望
。

ま
た
、
当
会
で
は
「
発
電
所
の
賛

否
は
議
論
し
な
い
」
と
す
る
規
約

の
再
確
認
が
な
さ
れ
た
。
�


